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三〇〇〇キロ離れ ミクロネシアに属する島嶼国である。大小二〇〇以上の島で構成されており、総面積は四八八平方キロメートルと屋久島とほぼ同じ広さである。また、南部に位置する「南ラグーンのロックアイランド群」はその自然の美しさや海洋生物の多様性、文化的価値を認められ、二〇一二年に世界複合遺産に登録されている。人口は二万人ほどであり その約七割は行政・商業機能の中心であるコロール州に集中 ている。また公用語はパラオ語と英語であるが日本統治時代の名残がその言葉や人名に多く残っており、概して親日国家であるといえる。
●はじめに　
大洋州をはじめとする多くの島




























固形燃料（ＲＰＦ）化し、専用ボイラーでの燃焼、吸収式冷凍機を経て空冷に変換し、政府庁舎での冷房代替として利用する。また、生ごみや下水処理汚泥等の含水率の高い有機性廃棄物 ついては、湿式メタン発酵施設によりバイオガスと液体肥料（液肥）に変換する。バイオガスはメタンガスと二酸化炭素を主成分とする可燃性ガスであり、コージェネレーション設備により電気と熱に転換・利用できる。一方、液肥に関して 、現時点でパラオにはま まった規模の農場がみられないため、新たにエネルギー作物を栽培し 刈り取った作物はバイオガスプラントに投入し原料として循環利用す並行して有機農業への適用拡大を進めていく計画としている。　
この事業のポイントは、単純に
リサイクル設備を導入する ではなく、地域住民や事業者 よる参加型の循環 ンフラシステム導入を志向している点である。またこのシステムをベースとして付加価値型の新たな産業創出を支援していくことも視野に入れている。これにより可能な限り地域内で経済・資源が回るような自立循環型の地域モデルの構築を目指してい



















































ェクトの意義をより多くの関係者へ共有し、パラオによるパラオのためのプロジェクトとして現地機関と一体になって取組み 進めていくことが重要であると考えている。また外部 依存度を減らし、自立・参加型の資源循環システムを作るというこ は、地域の関係性を結び直すとともに誇りを取り戻すことにつながるもの 考えている。今後も日本を含め世界に展開可能な島嶼モデルの実現に向け尽力していきたい。（すなが
　
ひろゆき／ （株） アミタ
持続可能経済研究所事業開発グープ事業開発チーム）
デモ見学会の様子
